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ます。またそれは情報の作成側の責務であると考え

ます。

今後期待することは、コンテンツマネジメントシス

テムなどで管理して、もっとスムーズに、早くお客

様に提供できるようにしていきたいということです。

DITA を使うことによって、例えばウィキ（Wiki）

のようなもの、Webブラウザを利用して、簡単に発

行や編集が行えるようにできないかということも期

待されています。例えばマニュアルであれば何か指

摘があった時に動的に修正できるようになればいい

ですね。それができればユーザーはいつも最新の情

報を手に入れることができることになるのです。現

状では、動的に修正するにしても、どのように修正

されたかというヒストリーなどの情報も必要になっ

てくるでしょうし、その効率的な運用も含め今後の

課題だと思います。

● 日本の中でDITA の関心は高まっていると思い

ますが、これから DITA の導入を考えている読

者へ一言お願いします。

DITA に移行する際には、コンポーネントをなる

べく小さくすることが一番大事です。例えばパラグ

ラフが４つか５つあるセクション単位が一つのコン

ポーネントになるというような書き方が必要だと思

います。いわゆる構造化された文章を書くスキルが

重要でしょう。要するに最初から最後までずっと単

調に書いていくのではなくて、いかにそのインフォ

メーションをユニットに分けていくかということが

重要です。

現在、比較的長く書かれているものを論理構造主

体の小さなコンポーネントにしていくところでは苦

労する部分があるかもしれません。しかし、それが

できると様々な効果があるでしょう。

例えば一つのヘルプメッセージを一つのコンポー

ネントとするならば、DITA を管理しているコンテン

ツマネジメントシステムから、マニュアルを作る際

にライターがそのヘルプメッセージを引き出すこと

もできますし、プログラムを作る時にもその DITA

ファイル自体を、メッセージ情報などとすることが

できます。パネル名やフィールド名などの画面用語

もそこから利用できますね。

そのインフォメーションのユニットをどのように

分割するかによって、使いやすいものになるか、そ

うならないかというのは決まっていくと思います。

あえてDITAにしなくてもよいインフォメーション

もあるでしょう。ただ、ファイルフォーマットをあ

る程度共通化することで、ポータビリティが高まる

ことになります。

最初の導入には時間と労力がかかりますが、使い

方次第で、様々な効果が得られるでしょう。

● 本日はありがとうございました。

（聞き手：成宮 紗弥子）

さらにお知りになりたい方は、こちらの日本アイ・
ビー・エム株式会社のホームページをご覧ください。

・DITA の紹介について、IBM が DITA を設計した背

景については、

http://www.ibm.com/developerworks/jp/xml/

library/x-dita1-index/ 

・IBM の DITA を過去の資産を無駄にせずに如何に

移行しているかは、

http://www.ibm.com/developerworks/jp/xml/

library/x-dita11/ 

・HTML から DITA への移行を考えている方は、

http://www.ibm.com/developerworks/jp/xml/

library/x-dita1-index/ 
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